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卒業研究題目
フィーチャモデルを用いた IT特許アイデア作成
法の研究

現在特許庁に対して年間 30万件を超える特許が申請されている。迅速に特許を発明す
るためには新しいアイデアを大量に、素早く生み出すことが重要である。今後は、情報社
会の進展に伴い、情報技術についての特許を効率的に生産する手法が求められる。
ところが、これまでのアイデアを生み出すための「創造技法」では、情報技術に対応で

きていないという問題があった。たとえば、代表的なTRIZの発明原理は、「強度」や「重
量」など物質の特性パラメータに着目した問題解決法を対象としている。このような物理
量をパラメータとする創造技法を情報技術に適用するのは難しい。
このため、物理的特性を対象にしない情報技術に関する発明手法が必要である。本研究

では、既存の IT特許を利用して新たな IT特許アイデアを作成する手法を提案する。具体
的には、既存の IT特許を構成要素に分解、再構築することで新たな IT特許間の共通性と
可変性を明確化できる可能性を調査した。ここで異なる特許が類似する構成要素を持つと
き「共通性」があるといい、特許間の構成要素が異なる場合「可変性」があるとした。こ
の調査では、IT特許の共通性と可変性を可視化するためにフィーチャモデルを利用するこ
とで、「共通性」と「可変性」を機械的に分析することができた。

IT特許に対して提案手法で作成した
フィーチャモデルの例

しかし、機械的に選択された機能や
データを組み合わせただけでは、必ず
しも意味のあるアイデアになるとは
限らない。そのため、IT特許アイデア
を評価する観点を導入し、既存の IT
特許から構成したフィーチャモデルか
ら生成できる新たな IT特許のアイデ
アの有用性を評価する手法を考案し
た。この評価では、生成された特許候
補を 1⃝市場性 2⃝実現性などの観点で
評価することにより、高い評価を持つ
特許候補を抽出できる。
また、提案した作成法を amazon、

Apple、Microsoft、googleら 4社が発
表している IT特許 50個に適用した結
果、提案手法の有効性を確認した。
現状では、手動で提案手法を実施し

ている。適用実験の結果、フィーチャ
モデル作成の一部を自動化できる可能性がある。本手法の自動化を支援するツールを開発
し、工数を削減することが今後の課題である。


